


研究背景と目的	

視覚入力はノイズが多く信頼性が低いにも関わらず、我々は物体のアイデンティティを安

定的・連続的に認識することができる。この知覚安定性に寄与する機構は「系列依存性（Serial 

dependence）」と呼ばれており、刺激の特徴に関する知覚は、以前の試行で提示された刺激の

特徴に同化することが報告されている(Fischer & Whitney, 2014)。系列依存性は、方位(Fischer & 

Whitney, 2014; Liberman, Zhang, & Whitney, 2016; Manassi, Liberman, Chaney, & Whitney, 2017)、

数(Cicchini, Anobile, & Burr, 2014; Corbett, Fischer, & Whitney, 2011)、曖昧図形(Tafazoli, Di 

Filippo, & Zoccolan, 2012; Wexler, Duyck, & Mamassian, 2015)、運動(Alais, Leung, & Van der Burg, 

2017)といった刺激特徴や、顔の性別や表情の知覚(Liberman, Fischer, & Whitney, 2014; Xia, Leib, 

& Whitney, 2016; Taubert, Alais, & Burr, 2016)においても生じることが報告されているが、基盤

となる機構は不明であり、特に、系列依存性が知覚レベルで生じる現象か(Cicchini, Mikellidou, 

& Burr, 2017; Fischer & Whitney, 2014)、あるいは高次の意思決定レベルで生じる現象か(de 

Lange & Frische, 2017; Fritsche, Mostert, & de Lange, 2017)ということが議論されている。本研究

は認知心理学実験を通して、知覚における系列依存性の発生メカニズムを解明することを目指

し、派遣期間中に以下の 2つの研究を行なった。 

(1) 方位知覚における系列依存性の安定性と空間位置特異性 

(2) 顔の魅力知覚における系列依存性 

	(1)	方位知覚における系列依存性の安定性と空間位置特異性*	

系列依存性の刺激特徴への選択性を検討した近年の研究では、同一の実験参加者に対して

方位刺激の系列依存性と顔刺激の系列依存性を計測した場合に、両者の効果量に有意な相関が

見られないことが示されている。このことから、系列依存性は刺激の特徴に選択的に生じてお

り、刺激に関わらず生じるような意思決定のバイアスではないことが示唆されている(Zhang & 

Whitney, 2017)。この様な背景のもとで本研究は、この特徴選択的に生じる系列依存性が、刺

激の空間位置に特異的に生じるかどうかを調べるために、方位刺激の知覚における系列依存性

の効果が、実験参加者内で中心視野と周辺視野において異なるかどうかを検討した。加えて、

系列依存性の安定性を確認するために、同じ実験参加者に対して異なる日に計測した系列依存

性効果の相関を調べた。 

実験では同一の実験参加者に対し、2回のセッションを 8日以内の 2日間に分けて実施し

た。試行ごとに、CRTモニタ上にガボール刺激が 500ms呈示され、マスク刺激(1000ms)と注

視点(250ms)が後続した後に、反応バーが呈示された。実験参加者は、知覚したガボール刺激

の方位と同じ角度になるように反応バーの方位を調整する課題を 1セッションあたり 500試行

行なった。ガボール刺激の呈示位置は、(1) 1、2セッションともに中心視野に呈示される場合

と、(2) 1、2セッションともに注視点から視角 10度右側の周辺視野に呈示される場合、(3) 1



セッション目と 2セッション目が中心視野と周辺視野(右)で変化する場合、(4) 1セッション目

と 2セッション目が左右の周辺視野で変化する場合の 4条件あった。現在の刺激の知覚が 1

試行前の刺激に同化する系列依存性効果を試行ごとに調べた結果、実験参加者内の同化効果は、

異なる日に測定したにも関わらず、(1) 1、2セッションともに中心視野に呈示された場合(r=.63, 

p<.01)と(2) 1、2セッションともに周辺視野に呈示された場合(r=.66, p<.01)の両方で有意に相関

することが示された。一方で、これらの高い実験参加者内の相関は、(3) 1セッション目と 2

セッション目の刺激を中心視野と周辺視野で変化して呈示した場合 (r=.24, n.s.)や、周辺視野

に刺激を呈示する場合でも、(4) 1、2セッション目の刺激を左視野と右視野で変化して呈示し

た場合には実験参加者内の相関は見られなかった(r=.31, n.s.)。刺激の呈示位置がセッション間

で同じ場合には個人内で同化効果が相関したのに対し、呈示位置がセッション間で中心視野と

周辺視野や、左右視野で変化した場合には相関が見られなかったことから、方位知覚における

系列依存性は空間位置に特異性を示すことが示唆された。 

本研究は、視覚研究の国際学会である VSS(Vision Socience Society)においてポスター発表を

行い、現在投稿準備中である(Kondo, Murai, & Whitney, in prep)。 

(2)	顔の魅力知覚における系列依存性*	

連続して提示された顔に対して魅力の評価を行うと、各評価は直前の試行の評価に同化す

ることが報告されている(Kondo, Takahashi, & Watanabe, 2012)。最近の研究では、同化効果が判

断や意思決定より前の知覚レベルでも起こることが示唆されており、人の顔の見えは、前の試

行で示された顔に同化することが示されている(Liberman et al., 2014)。しかしながら、知覚レ

ベルで前の試行へ同化する効果が、顔の魅力といった高次印象についても生じるかについては

明らかになっていなかった。そこで本研究は、調整法によって知覚した顔を報告させる課題を

行うことにより、顔の魅力の知覚が直前の試行に同化されるかどうかを検討した。 

実験では顔の魅力印象を定量的に操作するため、顔魅力の計算モデル(Nakamura & 

Watanabe, 2019)を用いて、二つの異なる女性顔をもとにそれぞれ魅力レベルが異なる 9つの顔

画像を生成した。各実験では、ランダムに選択されたターゲット顔が呈示され(750ms)、マス

ク刺激(1000ms)と注視点(250ms)が後続した後に、ターゲット顔と同一人物で、魅力度が同じ

または異なるテスト顔刺激が呈示された。テスト顔刺激は実験参加者のキー押しに伴い魅力度

次元に沿って変化したが、実験参加者にはターゲット顔の変化次元については知らされず、単

にターゲット顔と同一になるようにテスト顔刺激を調整することが求められた。全試行は 92

試行で、20名の実験参加者が実験に参加した。実験データの分析ではまず、直前試行へ同化

効果する効果が人物の同一性に依存するか検討するため、現在の試行と直前の試行のターゲッ

ト顔が同一人物か異なる人物かによってデータを二分した。その上で、現在の顔の見えが、直

前試行で呈示された顔に同化する効果を検討するため、n試行目において実験参加者が調整し

たテスト顔の魅力度を従属変数、n試行と n-1試行のターゲット顔の魅力度を独立変数とする



重回帰分析を行なった。その結果、現在の試行のターゲット顔が直前試行のターゲット顔と同

じ顔から生成された場合には、現在の試行で調整されたテスト顔は直前試行のターゲット顔の

魅力度に同化することが示された(t(19)=59.4, p<.001)。一方でこの直前試行への同化効果は、

現在の試行と直前の試行でターゲット顔が異なる顔から生成された場合には見られなかった

(t(19)=4.96, n.s.)。実験参加者は単に顔のマッチングを行っていたにも関わらず、現在の試行で

調整された顔の魅力が直前試行の顔の魅力に同化したことから、顔の魅力度の系列依存性は知

覚レベルで生じており、その効果は直前と現在の顔刺激の類似性に依存することが示唆された。 

本研究は、視覚研究の国際学会である APCV(Asia-Pacific Conference on Vision)においてポス

ター発表を行った。また追加の解析を行い研究成果をまとめ次第、学術誌に投稿予定である

(Kondo, Nakamura, & Watanabe, in prep)。 

 

本研究では上記の通り、方位刺激と顔刺激の知覚における系列依存性の発生メカニズムに

ついて認知心理学実験を用いて検討し、派遣期間 1年間の間に国際学会で 2件の研究発表を行

った。渡航受入研究者の米国カリフォルニア大学バークリー校心理学部の David Whitney博士

は、本研究課題である知覚の系列依存性研究の第一人者であり、常に先進的な研究成果を発信

し続けている。1年間という短い期間であったが、同氏の研究室で共同研究を行うことで、系

列依存性に関する高度な専門知識や解析技術を共有することができ、また同研究室内外の研究

者との討論や共同研究の機会が得られたことで、申請者の研究を発展させることができたと考

えられる。 
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